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ふ
だ
ん
机
に
向
か
い
、
史
料
を
読
ん
だ
り
文
献
を
調
べ
る
こ
と

が
主
な
仕
事
だ
が
、
と
き
に
気
分
転
換
も
か
ね
て
歴
史
の
現
場
に

足
を
運
び
、
考
え
を
整
理
し
た
り
新
た
な
発
想
を
求
め
た
く
な
る

こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
、
そ
の
現
場
に
何
も
残
さ
れ
て
い
な
く
て

も
、
そ
の
場
を
見
て
感
じ
る
こ
と
は
あ
る
も
の
だ
。
と
り
わ
け
、

現
在
も
増
殖
を
続
け
る
東
京
は
、
過
去
の
痕
跡
を
探
し
た
り
、
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
ど

れ
だ
け
時
間
が
経
過
し
て
も
変
わ
ら
ぬ
要
素
は
あ
り
（
川
や
地
形

な
ど
）、
過
去
を
探
す
手
が
か
り
を
求
め
た
く
な
る
の
で
あ
る
。

　

福
井
藩
（
越
前
藩
）
三
二
万
石
、
一
六
代
藩
主
で
あ
っ
た
松
平

春
嶽
（
慶
永
）
は
、
幕
末
の
「
賢
侯
」
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
当
時
の
大
名
ク
ラ
ス
の
人
物
と
し
て
は
終
始
そ
の
動
向
が

注
目
さ
れ
、
福
井
藩
が
薩
摩
や
長
州
、
土
佐
な
ど
と
な
ら
ん
で
政

局
の
中
心
た
る
位
置
を
占
め
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
。
地
元
福
井
で
は
、
郷
土
の
偉
人
と
し
て
顕
彰
さ
れ
、
関
連
史

跡
も
多
い
。
し
か
し
、
春
嶽
の
幕
末
史
上
の
主
要
な
活
動
場
所
は

江
戸
と
京
都
で
あ
り
、
特
に
江
戸
は
春
嶽
に
と
り
格
別
な
場
所
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
御
三
卿
の
田
安
徳
川
家
に
生
ま
れ
、
一
一
才

（
数
え
）
で
越
前
松
平
家
に
養
子
に
入
る
ま
で
を
過
ご
し
、
藩
主

と
し
て
も
隔
年
で
滞
在
し
た
場
所
、
ま
た
、
明
治
期
の
華
族
の
一

員
と
し
て
生
涯
を
閉
じ
た
場
所
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
、「
地
元
」
福
井
に
比
べ
れ
ば
、
東
京
に
お
け
る
春
嶽
の
史
跡

は
あ
ま
り
聞
く
こ
と
が
無
い
。
小
稿
は
松
平
春
嶽
を
江
戸
・
東
京

に
探
る
た
め
の
、
時
間
と
空
間
の
さ
さ
や
か
な
小
旅
行
で
あ
る
。

　
福
井
藩
霊
岸
島
屋
敷
跡
を
ゆ
く
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一

　

江
戸
に
お
け
る
春
嶽
の
活
動
の
痕
跡
が
、
墨
田
川
の
河
口
、
東

京
湾
と
合
流
す
る
現
中
央
区
新
川
一
～
二
丁
目
と
表
記
さ
れ
る
場

所
に
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
霊
岸
島
と
称
さ
れ
た
区
域
で
あ
る
。

ま
ず
、
新
川
公
園
の
碑
が
立
つ
隅
田
川
沿
い
の
土
手
に
立
つ
と
、

右
手
に
中
央
大
橋
と
対
岸
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
群
が
目
に
入
る

（
写
真
１
）。
左
に
目
を
転
じ
る
と
、
永
代
橋
の
ア
ー
チ
と
遠
方
に

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
視
界
に
捉
え
る
。
土
手
の
手
前
は
某
企
業

の
「
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
」
が
そ
び
え
、
オ
フ
ィ
ス
を
人
々
が
行
き
交

う
。
こ
の
よ
う
な
景
色
か
ら
は
想
像
し
に
く
い
が
、
か
つ
て
こ
の

付
近
に
約
三
万
坪
に
及
ぶ
福
井
藩
の
広
大
な
中
屋
敷
、
霊
岸
島
屋

敷
が
あ
っ
た
。

　

現
在
の
東
京
は
、
埋
め
立
て
地
が
増
え
た
こ
と
で
、
川
や
堀
が

縦
横
に
め
ぐ
っ
て
い
た
江
戸
の
面
影
を
伺
う
の
が
難
し
い
。
そ
こ

で
、
安
政
五
年
の
切
絵
図
（
図
１
）
で
確
認
す
る
と
、
霊
岸
島
屋

写真 1　旧霊岸島付近からの眺望（筆者撮影）

図1　「増補改正　築地八丁堀日本橋南之図」
（国立国会図書館デジタルコレクション）

敷
（「
松
平
越
前
守
」
と
書
か
れ
て
い

る
）
は
そ
の
西
隣
に
、
堀
を
挟
ん
で

「
将
軍
の
船
」
を
管
理
し
て
い
た
御
船

手
向
井
将
監
の
屋
敷
が
あ
る
よ
う
に
、

海
に
面
し
て
い
る
。
霊
岸
島
と
い
う
呼

称
に
相
応
し
く
、
越
前
屋
敷
を
中
心
と

し
た
一
帯
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
堀

と
川
に
挟
ま
れ
た
中
島
で
あ
り
、
地
名

は
浄
土
宗
の
霊
巌
寺
が
あ
っ
た
こ
と
に

ち
な
む
（
明
暦
の
大
火
で
同
寺
は
深
川

に
移
転
）。
絵
図
で
は
、
墨
田
川
（
海
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側
）
と
三
方
を
堀
で
囲
ま
れ
た
屋
敷
自
体
が
浮
島
の
よ
う
に
見
え

る
。
霊
岸
島
屋
敷
が
「
海
庭
」
と
称
さ
れ
た
ゆ
え
ん
だ
ろ
う
。
ま

た
、
当
時
の
屋
敷
か
ら
の
眺
望
を
推
定
し
て
み
る
と
、
中
央
大
橋

で
つ
な
が
る
巨
大
な
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
つ
あ
た
り
は
、「
鬼
平
」

こ
と
火
付
盗
賊
改
方
長
谷
川
平
蔵
の
建
議
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た

人
足
寄
場
が
あ
っ
た
石
川
島
、
そ
の
右
手
に
佃
島
が
見
え
る
以
外

は
、
江
戸
湾
が
一
望
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

　

初
め
て
こ
の
場
所
を
訪
れ
た
の
は
一
〇
年
程
前
に
な
る
。
幕
末

の
一
四
代
将
軍
徳
川
家
茂
の
事
蹟
を
調
べ
て
い
た
お
り
、
家
茂
と

関
わ
り
が
深
か
っ
た
春
嶽
の
居
所
が
こ
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
を
知

り
、
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
お
り
は
期
待
し
た
史
跡
は
何
も
発

見
で
き
な
か
っ
た
が
、
ビ
ル
の
谷
間
を
吹
き
抜
け
る
風
、
東
京
湾

へ
と
開
け
た
隅
田
川
の
光
景
が
妙
に
印
象
に
残
っ
た
。
江
戸
時
代

の
か
つ
て
の
大
名
屋
敷
跡
と
近
代
的
高
層
ビ
ル
の
ギ
ャ
ッ
プ
、
こ

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
妙
に
心
を
惹
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　

幕
末
の
春
嶽
の
足
跡
は
、
こ
の
場
所
と
深
く
結
び
つ
い
て
い

る
。
春
嶽
こ
と
松
平
慶
永
は
、
文
政
一
一
（
一
八
二
八
）
年
に
田

安
邸
（
現
日
本
武
道
館
の
あ
た
り
）
に
生
ま
れ
、
明
治
二
三
（
一

八
九
〇
）
年
、
帝
国
議
会
開
催
の
年
に
小
石
川
関
口
町
の
屋
敷

（
現
文
京
区
）
で
六
三
年
の
生
涯
を
閉
じ
て
い
る
。
同
時
代
で
見

る
と
、
最
後
の
将
軍
德
川
慶
喜
よ
り
九
才
年
長
、
西
郷
隆
盛
よ
り

一
才
年
下
で
あ
る
。
ペ
リ
ー
来
航
時
は
福
井
藩
主
と
な
っ
て
一
五

年
後
、
二
六
才
の
お
り
で
あ
っ
た
。

　

日
本
の
近
代
は
、
ペ
リ
ー
来
航
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
海
か
ら

や
っ
て
来
た
。
西
洋
文
明
の
圧
力
は
霊
岸
島
一
帯
に
も
迫
り
、
黒

船
が
来
航
す
る
と
、
こ
の
「
海
邸
」
か
ら
江
戸
湾
防
備
の
た
め
の

福
井
藩
兵
が
出
動
し
、
同
所
で
軍
事
調
練
が
行
わ
れ
、
若
き
春
嶽

も
度
々
そ
の
状
況
を
上
覧
し
た
。
屋
敷
の
海
側
か
ら
見
え
る
漁
師

町
の
佃
島
は
、
浮
世
絵
の
題
材
と
し
て
描
か
れ
た
が
、
ペ
リ
ー
来

航
後
、
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
に
水
戸
の
前
藩
主
德
川
斉
昭

は
、
幕
府
の
命
に
よ
り
同
所
と
隣
接
す
る
石
川
島
で
軍
艦
建
造
に

着
手
し
て
い
る
。
福
井
藩
の
奥
医
師
で
あ
っ
た
蘭
学
者
坪
井
信
良

は
、
翌
年
四
月
の
実
兄
宛
の
手
紙
の
な
か
で
、
そ
の
「
大
軍
艦
」

に
つ
い
て
、
大
船
な
の
で
重
い
こ
と
甚
だ
し
く
、
な
か
な
か
自
由

に
動
か
ず
、
水
中
に
引
き
出
せ
ず
に
斉
昭
も
大
い
に
気
を
揉
ん
だ

と
述
べ
て
い
る
（『
幕
末
維
新
風
雲
通
信
』、
一
〇
六
頁
）。
こ
の

軍
艦
建
造
の
た
め
の
ド
ッ
ク
と
化
し
た
佃
島
と
石
川
島
の
変
貌

は
、
対
岸
の
「
海
邸
」
か
ら
見
え
た
は
ず
で
あ
る
。
福
井
藩
で
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も
、
幕
府
の
許
可
の
も
と
国
元
で
大
船
建
造
に
着
手
し
て
い
る

（『
奉
答
紀
事
』、
一
八
九
頁
）。
い
わ
ば
、
霊
岸
島
周
辺
は
、
軍
艦

に
象
徴
さ
れ
る
近
代
物
質
文
明
の
風
を
い
ち
早
く
受
け
た
場
所
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
場
所
の
変
化
と
平
行
し
て
、
春
嶽
は
徳
川
一
門
の
立
場
か

ら
中
央
政
局
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
。
春
嶽
の
名
を
歴
史
上

に
押
し
上
げ
た
契
機
が
、
将
軍
継
嗣
問
題
と
日
米
修
好
通
商
条
約

の
調
印
問
題
で
あ
る
。
特
に
前
者
に
つ
い
て
、
徳
川
斉
昭
の
七
男

で
あ
る
一
橋
慶
喜
を
将
軍
継
嗣
に
据
え
る
べ
く
試
み
、
腹
心
の
橋

本
左
内
を
朝
廷
工
作
の
た
め
京
都
に
送
り
込
ん
だ
り
し
た
。
大
老

井
伊
直
弼
の
無
勅
許
条
約
調
印
に
際
し
て
は
、
斉
昭
ら
と
と
も

に
、
不
時
登
城
を
行
い
、
直
弼
ら
に
よ
っ
て
隠
居
・
謹
慎
と
い
う

憂
き
目
に
あ
っ
た
。
数
え
で
三
一
歳
と
い
う
壮
年
で
、
政
治
舞
台

か
ら
追
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
人
生
の
大
き
な
挫
折
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
春
嶽
の
実
名
（
諱
）
は
慶
永
、
通
称
は
越
前
守
で
あ

る
が
（
松
平
越
前
守
が
公
式
の
呼
び
名
）、
隠
居
に
伴
い
、
幼
年

よ
り
用
い
て
い
た
雅
号
、
春
嶽
を
通
称
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
な

っ
た
。
史
料
で
は
「
改
名
」
と
あ
る
が
、
本
稿
が
用
い
る
「
松
平

春
嶽
」
と
い
う
名
前
は
、
こ
の
と
き
公
式
の
も
の
と
な
っ
た
の
で

あ
る
（
の
ち
に
「
大
蔵
大
輔
」
に
改
名
、
春
嶽
は
号
と
し
て
終
生

使
用
し
た
）。
隠
居
と
改
名
の
直
後
、「
春
嶽
」
は
安
政
五
年
一
一

月
に
江
戸
城
の
常
盤
橋
御
門
内
に
あ
っ
た
上
屋
敷
か
ら
、
中
屋
敷

の
霊
岸
島
屋
敷
に
移
り
、
隠
居
謹
慎
の
生
活
を
送
る
。
上
屋
敷
は

跡
を
継
い
だ
新
藩
主
（
松
平
茂
昭
、
分
家
糸
魚
川
藩
よ
り
継
承
）

の
た
め
の
場
所
で
あ
る
。
春
嶽
に
対
す
る
幕
府
の
監
視
の
目
は
厳

し
く
、
藩
政
へ
の
関
わ
り
を
否
定
さ
れ
た
春
嶽
は
、
江
戸
城
か
ら

離
れ
た
「
海
邸
」
に
居
を
移
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

霊
岸
島
屋
敷
の
歴
史
は
長
い
。
寛
永
一
一
（
一
六
三
四
）
年
に

三
代
藩
主
が
幕
府
よ
り
拝
領
し
た
の
に
始
ま
り
、
時
に
上
屋
敷
の

機
能
を
持
ち
つ
つ
も
、
幕
末
期
に
は
中
屋
敷
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
た
。
ま
た
、
同
所
は
度
重
な
る
火
災
や
災
害
に
よ
る
被
害
に
見

舞
わ
れ
、
春
嶽
の
隠
居
決
定
時
も
満
足
な
建
物
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
簡
略
な
普
請
を
行
い
幽
居
兼
隠
居
場
が
で
き
た
。
い

わ
ば
、
幕
末
の
「
海
邸
」
は
春
嶽
の
存
在
と
切
り
離
せ
な
い
。
春

嶽
は
こ
の
場
所
で
約
四
年
の
歳
月
を
送
り
、
幕
末
政
治
で
の
本
格

的
な
活
動
は
こ
れ
以
降
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、「
松
平
春
嶽
」

と
し
て
再
出
発
し
た
こ
の
場
所
は
、
春
嶽
の
人
生
の
転
機
、
リ
セ

ッ
ト
の
場
所
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　



97

　
　
　
　

二

　

現
在
、
オ
フ
ィ
ス
が
並
ぶ
こ
の
界
隈
も
、
そ
れ
な
り
に
江
戸
時

代
に
誘
う
要
素
が
あ
る
。
東
京
駅
八
重
洲
口
を
出
て
、
新
川
方
面

に
向
っ
て
八
重
洲
通
り
を
進
み
、
オ
フ
ィ
ス
街
を
抜
け
て
い
く

と
、
や
が
て
隅
田
川
に
合
流
す
る
亀
島
川
に
架
か
る
亀
島
橋
に
い

た
る
。
こ
の
付
近
は
現
在
も
八
丁
堀
の
地
名
が
駅
名
や
周
辺
に
残

り
、
橋
の
西
詰
に
は
、
こ
の
地
に
居
を
構
え
た
人
物
と
し
て
東
洲

斎
写
楽
、
伊
能
忠
敬
の
説
明
板
や
芭
蕉
の
句
碑
、
道
路
を
挟
ん
で

堀
部
安
兵
衛
の
大
き
な
碑
文
も
見
え
る
。
江
戸
を
代
表
す
る
そ
う

そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
亀
島
橋
は
も

ち
ろ
ん
当
時
の
姿
で
は
無
い
が
、
春
嶽
の
大
名
行
列
が
渡
る
こ
と

が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　

亀
島
橋
を
ま
っ
す
ぐ
進
む
と
現
在
新
川
に
名
称
が
統
一
さ
れ
た

か
つ
て
の
霊
岸
島
一
帯
で
あ
る
。
春
嶽
時
代
の
面
影
は
、
新
川
一

丁
目
に
あ
る
中
央
区
立
越
前
堀
児
童
公
園
の
「
越
前
堀
」
と
い
う

名
称
（
霊
岸
島
屋
敷
を
三
方
で
囲
ん
で
い
た
堀
、
水
路
）
と
そ
の

説
明
板
、
公
園
内
に
つ
く
ら
れ
た
、
地
名
消
失
を
憂
え
た
有
志
に

よ
る
「
霊
巌
島
之
碑
」
く
ら
い
で
あ
る
（
写
真
２
）。

写真 2　霊巌島之碑（筆者撮影）

　

字
名
に
用
い
ら
れ
た
新
川
は
、
か
の
河
村
瑞
賢
に
よ
っ
て
掘
削

さ
れ
た
運
河
で
、
現
在
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
て
存
在
し
な
い
。

か
つ
て
、
堀
や
川
の
水
運
に
恵
ま
れ
た
こ
の
土
地
は
、
酒
蔵
が
並

び
流
通
が
栄
え
た
場
所
と
し
て
『
江
戸
名
所
図
会
』
や
錦
絵
に
も

描
か
れ
て
い
る
。
日
本
橋
に
も
近
く
、
江
戸
の
商
人
に
よ
る
活
気

あ
ふ
れ
る
場
所
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
と
は
対
照
的
な
の
が
春
嶽
の
謹
慎
生
活
で
あ
る
。
春
嶽
の

腹
心
中
根
雪
江
の
『
奉
答
紀
事
』
に
よ
れ
ば
、
春
嶽
は
昼
夜
と
も

礼
装
で
あ
る
上
下（
裃
）

を
着
し
て
一
室
に
籠
も

っ
た
と
い
い
、
さ
ら

に
、「
公
ハ
殆
五
期
の

久
し
き
を
閑
室
に
巻
を

繙
き
て
、
古
今
之
賢
聖

を
師
友
と
し
給
ひ
、
幽

窓
に
筆
を
弄ろ
う

し
て
、
不

易
の
風
月
に
吟ぎ
ん

嘯し
ょ
う
し

給
ふ
」
状
況
だ
っ
た
と

述
べ
て
い
る
（
二
一
二
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～
二
一
三
頁
）。　

　

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
九
月
四
日
に
謹
慎
が
解
か
れ
た
が
、

依
然
国
元
に
帰
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
行
動
に
も
制
約
が
課
さ
れ

た
。
そ
れ
で
も
、
春
嶽
の
喜
び
は
次
の
漢
詩
か
ら
伺
う
こ
と
が
で

き
る
。三

歳
閉
門
霊
岸
洲　
　

三
歳
閉
門
さ
る　

霊
岸
の
洲

晨
昏
海
気
暗
書
楼　
　

晨し
ん

昏こ
ん

の
海
気　
　

書
楼
に
暗
し

豈
図
今
日
蒙
寛
典　
　

豈
に
図
ら
ん
や　

今
日
寛
典
を
蒙
り

飽
領
恩
風
恵
露
秋　
　

飽
く
ま
で
恩
風
を
領う

く　

恵
露
の
秋

（『
春
嶽
遺
稿
』
巻
二
）　

　

す
な
わ
ち
、
三
年
間
霊
岸
島
に
幽
閉
さ
れ
、
朝
夕
の
海
の
気
が

書
斎
に
暗
く
た
ち
こ
め
る
、
思
い
が
け
ず
今
日
赦
し
を
蒙
り
、
十

分
に
恩
恵
に
浴
す
る
、
こ
の
恵
み
深
い
露
を
受
け
る
秋
で
あ
る
こ

と
よ
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
室
に
籠
も
り
続
け

た
暗
い
謹
慎
生
活
と
、
予
想
し
な
か
っ
た
赦
免
に
よ
る
喜
び
の
対

比
が
あ
ざ
や
か
で
あ
る
。
こ
の
年
の
三
月
三
日
に
桜
田
門
外
の
変

が
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
幕
府
の
政
治
は
次
第
に
変
化
し
、
将
軍
継

嗣
問
題
に
関
わ
っ
た
一
橋
派
と
言
わ
れ
た
人
々
の
復
権
が
な
さ
れ

る
。
春
嶽
の
完
全
復
権
は
さ
ら
に
一
年
半
後
の
文
久
二
（
一
八
六

二
）
年
四
月
二
五
日
で
あ
る
。
そ
の
直
後
、
五
月
朔
日
に
藩
主
茂

昭
の
招
き
を
う
け
て
上
屋
敷
を
訪
れ
た
際
、
主
な
る
家
臣
団
は
春

嶽
を
前
に
「
感
涙
に
咽む
せ

ひ
た
」
と
い
う
（『
奉
答
紀
事
』
二
二
一

頁
）。

　

若
き
一
四
代
将
軍
徳
川
家
茂
と
初
め
て
対
面
し
た
の
は
、
六
日

後
の
五
月
七
日
で
あ
る
。
こ
の
屋
敷
か
ら
行
列
を
組
み
、
日
本
橋

界
隈
の
賑
わ
い
を
眺
め
つ
つ
江
戸
城
へ
と
西
に
進
ん
だ
と
き
の
気

持
ち
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
隠
居
の
春
嶽
は
、
時
を
お

か
ず
し
て
幕
政
参
画
を
命
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
七
月
に
は
新
た
に
大

老
に
代
わ
る
政
事
総
裁
職
と
い
う
役
職
に
就
任
し
た
。
以
後
春
嶽

が
登
城
し
た
際
は
、
殿
中
を
御
徒
目
付
が
先
払
い
し
、
城
内
も
見

附
で
も
春
嶽
が
通
る
と
き
に
は
総
下
座
、
往
来
止
め
と
な
っ
た
。

「
御
威
勢
大
老
職
よ
り
も
超
越
セ
り
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た

（
同
右
、
二
三
〇
頁
）。
つ
い
昨
日
ま
で
咎
人
だ
っ
た
春
嶽
に
対
す

る
劇
的
と
も
言
え
る
待
遇
の
変
化
は
、
そ
の
ま
ま
政
治
の
不
安
定

さ
を
象
徴
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
海
邸
」
か
ら
江
戸
城
ま
で
は
、
大
名
行
列
の
行

程
と
し
て
近
い
距
離
で
は
な
い
。
政
事
総
裁
職
は
基
本
的
に
毎
日

出
勤
で
あ
る
。
そ
の
た
め
閏
八
月
に
入
り
老
中
よ
り
内
談
が
あ
り
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「
海
邸
御
手
遠
御
不
便
に
つ
き
」
と
い
う
理
由
で
、
特
別
に
藩
主

の
い
る
常
盤
橋
の
上
屋
敷
へ
の
引
き
移
り
が
認
め
ら
れ
た
（
同

右
、
二
三
一
頁
）。
藩
主
と
隠
居
両
人
揃
っ
て
は
手
狭
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
、
隣
接
す
る
他
家
の
屋
敷
を
添
屋
敷
と
し
て
拝
領
す

る
と
い
う
厚
遇
ぶ
り
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
霊
岸
島
屋
敷
を
離
れ
た
春
嶽
は
、
や
が
て
江
戸
自
体

か
ら
も
離
れ
て
い
く
。
将
軍
家
茂
が
二
二
九
年
ぶ
り
の
上
洛
を
行

う
こ
と
に
な
り
、
政
局
の
中
心
は
一
挙
に
京
都
へ
と
動
く
。
家
茂

に
先
立
ち
上
洛
す
べ
く
、
文
久
三
年
の
正
月
二
三
日
、
雨
の
な
か

品
川
よ
り
順
動
丸
と
い
う
蒸
気
船
で
、
江
戸
を
あ
と
に
し
た
。

　

以
後
の
春
嶽
は
、
京
都
と
国
元
を
往
復
す
る
生
活
と
な
り
、
朝

廷
と
幕
府
の
政
治
に
関
わ
り
、
慶
応
三
年
の
大
政
奉
還
か
ら
王
政

復
古
政
変
に
よ
る
新
政
府
成
立
、
幕
府
倒
壊
を
京
都
で
見
届
け
る

こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　

三

　

春
嶽
が
江
戸
の
地
を
踏
む
の
は
、
江
戸
が
東
京
と
な
っ
た
の
ち

の
明
治
二
（
一
八
六
七
）
年
四
月
で
あ
る
。
福
井
藩
の
常
盤
橋
屋

敷
に
入
っ
た
の
は
、
文
久
三
年
以
来
六
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
直
後
に
版
籍
奉
還
が
行
わ
れ
、
春
嶽
ら
旧
大
名
は
新
た
に
華

族
に
編
成
さ
れ
た
。
そ
の
直
後
、
春
嶽
は
政
府
の
民
部
官
知
事
、

民
部
卿
、
さ
ら
に
大
蔵
卿
を
兼
任
、
そ
の
後
は
大
学
別
当
兼
侍
読

と
し
て
若
き
明
治
天
皇
の
学
問
指
南
に
あ
た
っ
た
。
し
か
し
、
華

族
と
な
っ
た
旧
大
名
た
ち
は
次
第
に
政
治
の
表
舞
台
か
ら
去
る
。

政
治
を
動
か
す
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
藩
士
出
身
の
官
僚
（
士
族
）
た

ち
で
あ
る
。
明
治
三
年
七
月
に
春
嶽
は
官
を
免
じ
ら
れ
、
麝じ
ゃ

香こ
う

間の
ま

祗し

候こ
う

と
い
う
名
誉
待
遇
と
な
る
。
以
後
は
「
皇
室
の
藩
屏
」
と
し

て
、
儀
礼
や
行
事
へ
の
参
加
が
中
心
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
よ
り
前
、「
海
邸
」
は
明
治
二
年
に
政
府
に
よ
っ
て
上
知

さ
れ
、
春
嶽
は
同
四
年
以
降
、
隅
田
川
の
河
口
の
霊
岸
島
か
ら
内

陸
へ
遡
っ
た
、
浅
草
の
橋
場
町
（
現
荒
川
区
南
千
住
）
の
真
埼
別

邸
に
移
っ
た
。
そ
の
後
、
大
川
端
か
ら
離
れ
小
石
川
水
道
町
の
屋

敷
、
晩
年
は
同
じ
く
小
石
川
の
関
口
町
に
転
居
し
た
（
い
ず
れ
も

現
文
京
区
）。
春
嶽
の
終
焉
地
で
あ
る
関
口
町
は
、
現
在
の
東
京

メ
ト
ロ
の
江
戸
川
橋
駅
で
下
車
し
て
、
目
白
坂
を
登
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
。
明
治
以
降
、
貴
顕
の
屋
敷
は
江
戸
時
代
の
海
や
河
な

ど
水
辺
か
ら
、「
高
燥
の
地
」、
す
な
わ
ち
高
台
の
見
晴
ら
し
の
良

い
場
所
へ
と
移
っ
て
い
く
と
言
わ
れ
る
が
、
春
嶽
の
場
合
も
ま
さ
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し
く
そ
の
法
則
通
り
で
あ
る
。
関
口
町
か
ら
比
較
的
近
い
、
同
じ

く
「
山
の
手
」
に
徳
川
慶
喜
が
晩
年
を
過
ご
し
た
小
石
川
の
第
六

天
町
の
屋
敷
が
あ
っ
た
。
そ
の
地
は
現
在
仏
教
系
大
学
の
敷
地
に

な
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
今
井
坂
と
い
う
坂
上
に
位
置
す
る
。

　

他
方
、
海
に
近
い
霊
岸
島
一
帯
は
ど
う
変
化
し
て
い
っ
た
か
。

「
海
邸
」
に
隣
接
し
て
い
た
御
船
手
屋
敷
に
は
、
明
治
二
二
年
に

設
立
さ
れ
た
東
京
湾
汽
船
会
社
の
発
着
所
が
置
か
れ
た
と
い
う
。

ま
た
、
石
川
島
造
船
所
が
設
立
さ
れ
た
の
も
同
年
で
あ
っ
た
。
そ

の
場
か
ら
近
代
化
し
て
い
く
日
本
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
だ

ろ
う
。
現
在
、
屋
敷
跡
か
ら
左
方
向
に
見
え
る
永
代
橋
を
渡
る

と
、
江
東
区
の
門
前
仲
町
に
通
じ
る
。
そ
こ
に
い
た
る
途
中
、
大

島
川
に
架
か
る
橋
詰
に
は
、
明
治
九
年
に
築
か
れ
た
渋
沢
栄
一
宅

の
説
明
板
（
写
真
３
）
と
「
渋
澤
倉
庫
発
祥
の
地
」
の
碑
に
出
会

う
。「
日
本
資
本
主
義
の
父
」
こ
と
渋
沢
の
深
川
福
住
町
屋
敷
跡

で
あ
る
。

　

渋
沢
は
旧
幕
臣
か
ら
明
治
新
政
府
の
官
僚
と
な
り
、
そ
の
後
生

涯
を
通
じ
て
五
〇
〇
を
数
え
る
事
業
に
関
わ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
周
知
の
よ
う
に
渋
沢
は
幕
臣
と
し
て
徳
川
慶
喜
に
仕
え
た

が
、
春
嶽
と
は
幕
末
期
に
は
直
接
的
な
関
係
は
無
い
。
し
か
し
、

写真 3　深川の渋沢栄一宅跡（筆者撮影）

る
田
安
家
出
身
の
春
嶽
が
敬
慕
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
両

者
の
痕
跡
が
意
外
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ち
な
み
に
、
霊
岸
島

の
名
称
の
元
に
な
っ
た
深
川
の
霊
巌
寺
は
定
信
の
菩
提
寺
で
も
あ

る
。

　

明
治
維
新
を
経
て
、
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
人
々
は
交
代
し
た
。

前
述
の
霊
岸
島
か
ら
見
え
る
石
川
島
造
船
所
、
そ
し
て
東
京
湾
汽

船
会
社
は
渋
沢
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
他
方
、
か
つ
て
霊
岸
島

に
存
在
し
た
巨
大
な
大
名
屋
敷
は
消
滅
し
、
大
川
を
挟
ん
で
対
岸

両
者
に
は
意
外
な
共
通

項
が
あ
る
。
渋
沢
は
、

明
治
期
に
な
り
寛
政
の

改
革
で
著
名
な
松
平
定

信
を
深
く
尊
敬
し
、
そ

の
伝
記
編
纂
も
行
っ
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、

そ
の
定
信
は
田
安
家
初

代
宗
武
の
七
男
で
、
八

代
将
軍
吉
宗
の
孫
に
あ

た
り
、
そ
の
末
裔
で
あ
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に
新
興
の
社
会
的
リ
ー
ダ
ー
た
る
渋
沢
の
屋
敷
跡
を
見
る
。
そ
の

地
に
は
現
在
も
「
渋
澤
シ
テ
ィ
プ
レ
イ
ス
永
代
」
と
い
う
ビ
ル
が

聳
え
、
霊
岸
島
方
面
の
海
を
見
渡
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

　

ま
た
、
春
嶽
の
終
焉
の
地
と
な
っ
た
目
白
坂
の
台
地
に
も
、
そ

こ
を
歩
く
限
り
春
嶽
を
思
わ
せ
る
も
の
は
何
も
な
い
。
目
に
つ
く

の
は
、「
ホ
テ
ル
椿
山
荘
」
の
看
板
、
す
な
わ
ち
、
明
治
・
大
正

期
に
政
界
に
君
臨
し
た
山
県
有
朋
邸
跡
で
あ
る
。
渋
沢
も
山
県
も

い
ず
れ
も
下
級
武
士
か
ら
成
り
上
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
明
治
維
新
は
や
は
り
一
種
の
革
命
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
春
嶽
は
政
治
の
表
舞
台
か
ら
退
場
し
て
以
後
、
明
治
一
〇
年

代
を
中
心
に
回
顧
録
や
随
筆
の
執
筆
に
力
を
注
い
で
い
く
。
そ
こ

に
描
か
れ
る
幼
少
期
は
、
一
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
大
御
所
時
代

と
重
な
り
、
そ
の
家
斉
（
春
嶽
の
伯
父
）
や
松
平
定
信
に
関
す
る

随
想
は
、
い
ま
だ
全
盛
で
あ
っ
た
江
戸
を
彷
彿
と
さ
せ
、
霊
岸
島

屋
敷
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。

　

ま
た
、
幕
府
制
度
に
つ
い
て
記
し
た
「
前
世
界
雑
話
稿
本
」
の

序
文
に
は
、「
明
治
ノ
聖
代
ヨ
リ
見
レ
ハ
、
徳
川
時
代
ハ
前
世
界

ナ
リ
余
ノ
胸
中
ニ
記
憶
ス
ル
ノ
事
ヲ
記
シ
テ
、
新
世
界
ノ
衆
庶
ニ

示
ス
、
余
ノ
頑
固
ヲ
笑
フ
コ
ト
ナ
カ
レ
」
と
あ
る
（『
松
平
春
嶽

全
集
』
一
、
二
一
七
頁
）。
執
拗
な
徳
川
時
代
へ
の
こ
だ
わ
り
、

思
い
入
れ
は
、「
徳
川
人
」
と
で
も
表
現
す
べ
き
春
嶽
の
自
負
、

時
に
は
明
治
と
い
う
時
代
へ
の
不
満
の
表
現
の
よ
う
に
も
見
え

る
。
時
代
を
リ
ー
ド
し
た
「
賢
侯
」
と
評
さ
れ
る
春
嶽
に
と
っ

て
、
明
治
維
新
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
霊
岸
島
屋
敷
跡
に

立
つ
と
、
新
た
な
問
い
を
立
て
て
み
た
く
な
る
。

　
主
要
参
考
文
献

◦	

『
福
井
県
文
書
館
資
料
叢
書
８　

越
前
松
平
家
家
譜　

慶
永
５
』

（
福
井
県
文
書
館
、
二
〇
一
一
年
）

◦
中
根
雪
江
『
奉
答
紀
事
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
）

◦	

松
平
春
嶽
全
集
編
纂
刊
行
会
編
『
松
平
春
嶽
全
集
』
一
（
原
書

房
、
一
九
七
三
年
）

◦	

東
京
大
学
明
治
維
新
史
料
研
究
会
・
宮
地
正
人
編
『
幕
末
維
新

風
雲
通
信
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）

◦	
『
東
京
都
中
央
区
新
川
二
丁
目
遺
跡
Ⅱ
』（
中
央
区
教
育
委
員

会
、
二
〇
一
七
年
）

◦	

『
大
名
華
族
た
ち
の
明
治
』（
図
録
）（
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博

物
館
、
二
〇
一
五
年
）
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◦	
鈴
木
博
之
『
シ
リ
ー
ズ
日
本
の
近
代　

都
市
へ
』（
中
公
文
庫
、

二
〇
一
二
年
）

◦	

公
益
財
団
法
人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
編
『
渋
沢
栄
一
を
知
る
事

典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
二
年
）

◦	

『
ぶ
ん
き
ょ
う
の
町
名
由
来
』（
文
京
区
ふ
る
さ
と
歴
史
館
、一

九
八
一
年
）

　〔
付
記
〕

　

湯
城
吉
信
先
生
に
は
漢
詩
の
解
釈
に
つ
い
て
ご
教
示
を
い
た
だ

い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　


